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決 算 審 査 報 告

数
も
正
確
で
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
般
会
計
の
実
質
収
支
額
は

７
億
６
千
万
円
余
の
黒
字
で
あ
り
、
特
別
会

計
全
体
の
実
質
収
支
額
は
６
億
９
千
８
百
万

円
余
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
事
業
会
計
決
算
で
は
、
当

年
度
純
損
失
２
千
万
円
余
と
な
っ
て
お

り
、
診
療
所
事
業
会
計
お
よ
び
介
護
老

人
保
健
施
設
事
業
会
計
の
決
算
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
１
千
８
百
万
円
余
、
１
千
９
百
万

円
余
の
純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水

道
事
業
会
計
決
算
で
は
、
当
年
度
純
利

益
が
２
億
３
千
３
百
万
円
余
と
な
り
、

結
果
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は

監
査
委
員�

山や
ま

本も
と

哲て
つ

雄お

�

的ま
と

場ば

計か
ず

利と
し

　

平
成
27
年

度
甲
賀
市
一

般
会
計
お
よ

び
各
特
別
会

計
決
算
、
基

金
の
運
用
状

況
、
公
営
企

業
会
計
決
算
、

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て
、
審

査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
決
算
書

お
よ
び
付
属
書
類
等
を
審
査
し
た

と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
計

健全化判断比率
および資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
により、平成２７年度決算に基づく甲賀市の健全
化判断比率及び資金不足比率を公表します。

　健全化判断比率及び資金不足比率が一定の基準値
を超えた場合、改善が必要な状態とみなされ、財政
健全化計画を策定することなどが義務付けられます。
　算定の結果、各比率は基準値を下回るとともに、
算定開始以来、改善傾向を持続しています。
　しかし、税収が伸び悩む中、高齢化の進展などに
より社会保障関係の経費は年々増加してきており、
また、下水道を中心とする公営企業債の返済は依然
として高い水準で推移することが見込まれます。
　今後も限られた財源を効果的に活用するとともに、
一層の財政の健全化に向けた取り組みを進めていき
ます。

健全化判断比率

資金不足比率

財政健全化について

　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模であ
る料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の
悪化の度合を示すものです。

◆�全ての公営企業会計（病院・水道・診療所・介護老人保健
施設・公共下水道・農業集落排水）で資金不足は生じてい
ません。� �
経営健全化基準…20.0％

◦�実質赤字比率および連結実質赤字比率は実質赤字額
がないため「－」で表示しています。
◦�早期健全化基準を括弧内に記載しています。
◦実質公債費比率：市の借入金（地方債）の返済額お
よびこれに準じる額の大きさを指標化したもので、比
率が低いほど健全であるといえます。
◦将来負担比率：市の借入金（地方債）や将来に支払
う可能性のある負担等の残高を指標化したもので、
比率が低いほど健全であるといえます。

２
億
４
千
２
百
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
で
は
、

各
会
計
の
実
質
収
支
額
が
黒
字
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
赤
字
比
率
お
よ

び
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
ず
、

実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び
将
来
負
担
比
率

は
、
い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
減
少
す
る
な

ど
、
４
指
標
と
も
総
務
省
が
示
す
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
良

好
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
財
源
の
確

保
・
充
実
、
市
税
等
の
収
納
向
上
対
策
等

に
よ
る
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
る
一

方
、
各
施
策
や
事
業
の
緊
急
性
、
必
要
性
、

有
効
性
、
経
済
性
等
を
見
極
め
た
う
え
で
、

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
・
効
果
的
な
経

費
支
出
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、「
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
こ
と
が
今
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
国
内
外
の
社
会
経

済
環
境
を
は
じ
め
大
き
な
時
代
の
流
れ
を

的
確
に
読
み
取
り
、
組
織
の
現
状
分
析
・

改
善
を
持
続
的
に
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
27
年
度
決
算
審
査
に
お
け

る
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

実質赤字比率 連結実質
赤字比率

実質公債費
比率 将来負担比率

ー ー 10.6 60.7 
(12.10) （17.10） (25.0) (350.0)

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業�

�
�

７
１
８
万
円

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
土
山
町
山

内
地
域
で
平
成
27
年
６
月
か
ら
２
人
、
甲

南
町
宮
地
域
で
平
成
28
年
１
月
か
ら
１
人

を
受
け
入
れ
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
活

動
の
支
援
・
新
規
展
開
を
行
い
ま
し
た
。

◦
水
ま
わ
り
快
適
生
活
応
援
事
業�

�
�

１
，７
９
５
万
円

　
下
水
道
整
備
が
著
し
く
遅
れ
る
地
域
の

合
併
浄
化
槽
設
置
に
要
す
る
費
用
お
よ
び

下
水
道
（
農
業
集
落
排
水
）
の
未
供
用
地

域
で
使
用
さ
れ
て
い
る
合
併
浄
化
槽
の
修
繕

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

◦
あ
い
こ
う
か
岡
山
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト��

�

１
，４
９
３
万
円

　

国
指
定
史
跡
を
め
ざ
し
て
発
掘
調
査

を
実
施
し
資
料
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
間
伐

や
散
策
道

修
繕
、
休

憩
施
設
や

展
望
施
設

を
設
置
し
、

城
跡
の
環

境
整
備
を

行
い
ま
し

た
。

▪
甲
賀
市
総
合
戦
略
策
定
事
業�

�
�

９
９
３
万
円

　
将
来
の
急
激
な
人
口
減
少
問
題
に
対
し

集
中
的
な
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
「
甲
賀

の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
甲
賀
流
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
―
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

▪
移
住
定
住
促
進
事
業�

１
９
９
万
円

　
甲
賀
市
へ
の
移
住
希
望
者
等
へ
の
相
談
・

情
報
提
供
の
一
元
的
な
窓
口
で
あ
る
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、「
甲
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
創
設
し
、

空
き
家
の
利
活
用
に
向
け
た
組
織
体
制
を

整
え
ま
し
た
。

▪
海
外
販
路
開
拓
事
業�

５
４
９
万
円

　
10
月
に
ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
食
の
学

会「
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン・ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
カ
」

に
出
展
し
、
多
く
の
料
理
関
係
者
の
注
目

を
集
め
、
信
楽
焼
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
し
た
。

▪「
忍
者
」活
用
観
光
戦
略
事
業�

�
�

３
，８
４
８
万
円

　
甲
賀
流
忍
者
を
発
信
す
る
た
め
に
、
甲

甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

特
別
会
計
・
企
業
会
計
で
実
施
し
た
事
業

▲岡山城プロジェクトによる展望施設（写真右）

▲甲賀流忍者復活祭

❹
魅
力
の
伝
承
、
誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

▪
隠
岐・寺
庄
配
水
系
整
備
送
水
管
布

設
工
事�

３
，２
８
７
万
円

　
水
量
不
足
を
補
う
と
と
も
に
、
よ
り
安

心
で
安
定
し
た
給
水
の
た
め
、
旧
町
間
を

結
ぶ
隠
岐
・
寺
庄
間
の
配
水
連
絡
管
の
整

備
を
継
続
し
ま
し
た
。

▪
公
共
下
水
道
整
備
事
業�

�
�

６
億
３
，６
８
０
万
円

　
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
水
域

の
保
全
の
た
め
、
水
口
町
山
地
区
、
甲
南

町
池
田
地
区
、
信
楽
町
長
野
地
区
等
の
下

水
道
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

賀
流
忍
者
大
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ニ
ン
ジ
ャ

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
ズ
」
を
結
成
し
、
忍
者
に
つ

い
て
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
2
月
22

日
の
忍
者
の
日
に
「
甲
賀
流
忍
者
復
活
祭
」

を
開
催
し
、
５
，５
０
０
人
の
方
に
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
含
む
忍
者
関

連
事
業
は
各

種
メ
デ
ィ
ア

に
４
０
０
回

以
上
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ

と
で
、「
忍

者
の
ま
ち
、

甲
賀
市
」
を

発
信
で
き
ま

し
た
。

▪
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業�

�
�

５
，１
３
３
万
円

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。
４
，７
２
５
万
円

の
補
助
に
対
し
、
直
接
的
な
工
事
費
が
約

７
億
円
あ
り
、
市
内
経
済
の
活
性
化
が
図

れ
ま
し
た
。

▪
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品
券
事
業��

�

７
，７
８
２
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品
券
を
発
行

し
、
市
内
に
お
い
て
３
億
円
を
超
え
る
利

用
が
あ
り
、
地
元
消
費
の
拡
大
と
地
域
経

済
の
活
性
化
が
図
れ
ま
し
た
。

▪
ま
る
ご
と
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
事
業��

�

２
，０
６
５
万
円

　
市
内
特
産
品
等
39
品
目
を
集
め
た
「
あ

い
こ
う
か
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
」
6
千
部
を

完
売
し
、
全
国
46
都
道
府
県
か
ら
利
用
い

た
だ
き
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

▪
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業�

４
，５
９
０
万
円

　
妊
娠
・
出
産
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切

れ
目
の
な
い
子
ど
も
・
子
育
て
を
支
援
す

る
施
設
と
し
て
、
鹿
深
夢
の
森
内
に
あ
る

甲
賀
創
健
館
を
改
修
整
備
す
る
た
め
の
実

施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
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